
本テーマ展では謎の須恵器、壺Ｇの用途として

有力な３説を紹介しております。その中にＡ説：

堅魚煎汁
か つ お い ろ り

の運搬具説がありますが、そもそも

堅魚煎汁
か つ お い ろ り

とは一体何でしょうか。 

駿河
す る が

国
のくに

・伊豆
い ず

国
のくに

（概ね現在の静岡県）は、

『延喜式
えんぎしき

』（古代の行政規則や先例をまとめたマニ

ュアルのようなもの）で、堅魚（カツオ）、そして

堅魚煎汁
か つ お い ろ り

を調
ちょう

（地方の特産物を税として納める）・

中男
ちゅうなん

作物
さくもつ

（17～20 才の男子が租税として納める

産物）として貢納
こうのう

していたことが分かっています。

また、都から出土する荷札
に ふ だ

木簡
もっかん

には、「駿河
す る が

国
のくに

」

「伊豆
い ず

国
のくに

」から「荒
あら

堅魚
か つ お

」「煮堅魚
に か つ お

」「堅魚煎汁
か つ お い ろ り

」

といったカツオ加工品の名前が記されたものが多

く見つかっています。カツオの水揚げ量全国一位

の静岡県では、古代においてもカツオがよく獲れ

ていたのでしょう。 

さて、この堅魚煎汁
か つ お い ろ り

ですが、煮堅魚
に か つ お

（カツオを

茹でて日干ししたもの）の製造工程で生じたカツ

オの煮汁を長時間加熱して煮詰めたもので、粘性

の高いゼリー状（もしくはペースト状）の調味料

と考えられます。今でも静岡県や鹿児島県（種子

島や屋久島など）では、カツオの煮出し汁を煎じ

て、ゼリー状にしたものが生産されています。か

つては、ゼリー状の「堅魚煎汁
か つ お い ろ り

」が壺Ｇに入らな

いのではという指摘（瀬川 1997 など）もありまし

たが、森川実らの実験によってゼリー状の

「堅魚煎汁
か つ お い ろ り

」も壺Ｇに入れられることが可能なこ

とが判明しました（森川 2024）。これにより、一

気にＡ説が有力になったといえます。 

ところで、「煮
に

堅魚
か つ お

」そして「堅魚煎汁
か つ お い ろ り

」を製造

するためには、カツオを煮る必要がありますが、

どのような煮炊具
に た き ぐ

を使用したのでしょうか。その

有力な候補が、「堝形土器
な べ が た ど き

」です。大型の鉢形のこ

の土器は、主に駿河湾沿岸～伊豆諸島にかけて分

布しており、かねてよりカツオ加工品との関連性

が指摘されてきたものです（瀬川・小池 1990 ほ

か）。この堝形土器ですが、静岡県内の資料を対象

とした残存
ざんぞん

脂質
し し つ

分析
ぶんせき

によって「海産資源の加工に

用いられた可能性が高い」と結論づけられていま

す（庄田・村上 2025）。     （田中祐樹） 
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堅魚煎汁（かつおいろり）ってなんだ？ 
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